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概要

本稿は、特日根巴彦会て(内蒙古博物院)氏による「欧亜草原中東部地区車輔岩画的分布特点及内

容分析J(r草原文物J2012年第2期)を翻訳したものである白ユーラシア大陸の中西部から黄河流
域へ伝わる車の伝播ルートは複数あるo 具体的には、「アルタイ山脈ーハンガイ山脈ーゴピ砂漠(モ

ンゴル国南部、中国内モンゴル自治区北部)Jという北路、「天山山脈一河西回廊」という中路と「パ

ミール高原ーチベット高原-河西回廊」という南路が挙げられる。しかし、岩画にみる二輪車と四

輪車とでは伝播ルートと時期が異なり、四輪車はアルタイ山脈北麓を中心に東へ広まり、ゴピ砂漠

にとどまる。

Abstract 

1 suggest that there were several routes where vehicles had been imported to Mongolia (Yellow river 

area) from the central and western訂easof Eurasia. The northern route is “Altai Mountains -阻langai

Mountains ・Gobiarea of Mongolia (southern part of Mongolia and the northern-central part of Inner 

Mongolia of China)".百lemiddle and southern routes are‘'Tianshan Mountains ・HexiCorridor" and 

“Pamirs -Northern Qinghai -Tibet plateau -Hexi Corridor". The import route and period of two-

wheeled chariot and four-wheeled chariot are quite different.官leimport route of two-wheeled chariot 

are the same with the above-mentioned three routes， while four-wheeled chariot have only been 

imported through the northern route， to the Mongolian Gobi紅白(InChina， it has only been found in 

petroglyphs of Toin Lamyn Sum-Oloon-ovoo area in Inner Mongolia.)τ'he culture of four-wheeled 

chariot have not been imported to the Yellow River area. 

はじめに

車は発明から普及まで長い年月を要した。その歴史について、まだ不明の部分が多い。しかし紀

元前4000年頃、 ドイツの Lohneで発見された墓石には、二頭の牛が牽く車の図形がある l。紀元前

25∞年頃のメソポタミア・シュメール文明期のウル王墓から出土したスタンダードに描かれた戦争

の図には、四頭の馬(アジアノロパとする説が有力)が牽く四輪車がある 20 この円盤状板車輪には
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輔(スポーク)が見られない。おそらく、このような車輪は木板を互い違いに固定し、ほぽ円形の

ように周囲を削り取った不細工のものであろう。これは筆者が考案した車輪変遷過程のA型に当た

る(表ー)。また、紀元前2000年頃の南コーカサス地域でも車の模型が発見された 3。この時期の車

には、型式が大きく変わったことが分かる。これ以外にユーラシア草原地帯でも車および車の模型

が埋葬された墓が数多く発見しているo その中、キプチャク草原では250基の車馬埋葬遺構が見つ

かっており、時期は紀元前4∞0年頃から紀元前2(問的年頃に相当する。車の起源については明らか
ではないが、メソポタミア、コーカサス、黒海北岸、中欧のいずれかの地域であろう。実は紀元前

3飢旧年頃、メソポタミアおよび中欧で車がすでに出現し、考古資料によって裏付けられた。その例

としてスイス・チューリッヒのBielerseeとブルガリアのPlachidolで発見された車輪が挙げられる 40

それに比べて東アジアでは、車の出現時期が比較的遅く、甲骨文字や車馬遺構などの研究から分かる。

近年、ユーラシア草原地帯で大量の岩画が発見され、広く分布していることも分かつた。従って、

その中にある車輔岩画は、車の研究について新たな視点で考える機会を与えた。

ユーラシア草原地帯とは、西のカルパテイア山脈から東の大興安嶺に至る地域を指す。そのひろ

がりは、南北は北緯四十度あたりから北緯五十度あたりまで、東西は東経二十度あたりから東経

百二十度までである。その北部には森林と草原地帯がひろがり、南部には農耕に適した平地がひろ

がる。この地域を三つに分けることができる。具体的にはヴォルガ川、 ドンJ11とウラル山脈を中心

とした西部、アルタイ山脈を中心とした中部とモンゴル高原の東部がある 50 これらの地域において

は、牧畜を主たる生業とする諸民族が居住していた。ユーラシア草原地帯を舞台に活躍した騎馬遊

牧民は、文字で自分の歴史を残す習慣がなかった。文献記録の少ない草原地帯の研究では考古資料

に頼るほかない。 20世紀60年代からユーラシア草原地帯、とりわけ中東部では大量の岩画が発見さ

れた。現在、筆者は当該地域の274枚の車輔岩画を集めてきた。それに北アフリカの4枚、南欧の 1

枚、北欧の3枚、南アジアの7枚と西アジア(イスラエル、アラビア半島)の2枚を加えれば、世

界中に少なくても 291枚の車輔岩画が見つかっている。また、コーカサス地区のアルメニアとアゼ

ルパイジャンの6枚6を除いた 268枚は、西のウラル山脈、アラル海から東のヘンティー山脈、陰

山山脈、ゴピ砂漠、北のエニセイ川上流、南のカラコルム山脈に至るユーラシア草原中東部のもの

となる。それらの岩画の制作年代を特定することがとても困難であるが、これまで集めてきた車綱

岩画の整理・分析から分布と特性が推定できる。筆者は、ここでユーラシア草原中東部を西から東

へA地区(東経七十度~東経八十五度)、 B地区(東経八十五度~東経一百度)と C地区(東経一百

度~東経ー百十五度)に分けて分析する(図ー)。本稿では、上述の3区の 155枚の岩画、即ち 173

点の車輔図形を研究対象とする(表二)。実はウズベキスタンのキジルクム砂漠のNaratau一帯 7で

も車輔岩画が発見されているが、本稿では今回取り扱わないこととする。

一、 A地区の車柄岩画

A地区の車輔岩画は、パルハシ湖の南東部、タクラマカン砂漠以西、以北の天山山脈中部、パミー
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ル高原に分布している(図ー)。これらの岩画は、カザフスタンの Karakyr、キルギスのAla-Too、

タジキスタンのパミール高原北部のTekke-Tash、新掘のTarbagataiとkarlikなどの地域に集中して

いる。 1805年、カザフスタンのエルティシ川流域の Smolianka河岸でG.I.Spaskii8による岩両の発

見以来、カザフスタンの南カザフスタン岩画 91011、キルギスの天山山脈中東部のAla-Too岩耐 12、タ

ジキスタンのパミール高原の岩画 13が相次発見された。これらの岩画には、車輸図形が数多く存在

する。一方、中国では 1914年と 1928年の英国のスタインとスヴェーデンのフォルケ・ベリイマン

の新彊天山南麓の庫魯克山における岩画の発見は知られているが、当該地域における本格的な調査

は、 20世紀50年代からである 140続いて、蘇北海、王柄華らは新彊の阿克蘇、塔城地区の天山岩画

に考察を行い、車輔岩画が2枚発見された 150 本稿では、当該地区の 25枚の車輔岩画、即ち 27点

の車輔図形を用いて検討を行う。

南カザフスタン岩画(図二、1)16 単轍二輪舵車。車申11は半円形輿の後方に描かれる D 車線の先

端に衡があるが、腕がない。車般の両側に二頭の騎舵が捕かれる。騎舵は報に寄り掛け、その四肢

が外側にひらかれ、首が衡の両端に振り向く。このような臓をセンターにして左右対称に描く図形は、

ユーラシア草原地帯によく見られるスタイルであり、南アジア、西アジア、北アフリカ及び北欧な

どの地域でも類例が認められる(図三)。記述の便宜上、これからこのスタイルの図形を「典型的な

スタイルjと呼ぶ。車輪には4本の輔が描かれ、 C型車輪と判断した学者もいる li18。筆者は、翼線

曇 19の「横輯 (Cro時 bar)式車輪Jという見解を認め、車軸と車輪が同時に動く強化幅木車輪(表一、

B型)と考えているロ B型車輪は、 20世紀60年代の中国内モンゴル自治区のウジムチン、ヘシグテ

ン地区に使われていた 200 なお、モンコワレ国のハンガイ山一帯では現在も使用されている(図四)210 

これと同様の車輪は、内蒙古博物院所蔵の清代のモンゴル人の遊牧生活を描いた「草原生活図Jに

もみられる 220

南カザフスタン岩函(図二、 5)23 単鞍二輪車。車帳の先端に「コ」の字型の衡が描かれ、衡の

下に「人j字型の腕が描かれる。牽引家畜は描かれていなし、。車軸は円形輿の中心部に描かれている。

車輪はBa式である。

南カザフスタン岩画(図二、 14)24 単鞍二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルではな

い。ー頭の馬の四肢は轍に寄り掛け、もう一頭の馬の背中は鞍に寄り掛けている。川又正智の指摘

によると、このような牽引家畜の描き方は珍しいという 250

南カザフスタン岩画(図二、 16)26 単鞍二輪馬車3台。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルで

ある D 車輪は Ba式であるo 平行するこ輔の車に矢を放っ人がいる。前方の車には叡者が描かれ、手

に2本の手綱を取って馬を操る様子から狩猟の場面だと考えられる。

Ala-Too岩画(図二、 18)♂ 単鞍二輪車。車軸の後部に円形興が描かれる。各車輪には6本の輔

がある。醸の先端に衡が描かれ、その両側に2本の rVJ字型の線が鞍の中部から衡の両端まで伸び

る。これは馬車具に違いないが、正確にどの部分に当たるか、ここでは判断できない。ユーラシア

草原中東部には、このような iVJ字型の線が描かれる図形が多くあり、特にB地区と C地区によ

く見られる。これは車の変遷過程を考察する際、非常に重要であろう。
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Ala-Too岩画(図二、 19)お単鞍二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルである。車軸

は輿の中心部に描かれる。二輪の中の一つには8本の輯が描かれ、もう一つにはBa式と推測できる

ものが描かれている。同じ車に違うスタイルの車輪を描くのは考えがたい。これは省略して表現し

ているのか、風化して破損が激しいため拓本によく写っていないのか、解決するのに綿密な考察が

必要であろう。

パミール高原の岩画(図二、21)29 単鞍二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルである。

車軸は円形輿の中心部に描かれる。二輪の中の一つはBb式だが、もう一つは判断できない。また衡、

聴などの部分は全く描かれていない。

パミール高原の岩画(図二、23)お単験二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルであるo

車軸は半円形輿の後方に描かれる。車輪はC型である。輿の後方に腕を上げながら手に手綱を操る

叡者が描かれている。図の構成からみると南カザフスタンのArpauzen(図二、 16)とモンゴル国の

ヤマーンオソ(図七〈二〉、 45、46)、テプシオーラ(図八〈ー〉、 12)、内蒙古の道頭山(図八〈ー〉、

45)、青海の虚山(図七〈二〉、 55、66)などのユーラシア草原中東部に見られるスタイルと異なり、

叡者の頭が車の走行方向の反対向きに、両足が輿の方向に、両脚が輿の後方に描かれる。家畜の頭

部にある衡の2本線での表現に注目するo このような衡が二つある車は、中央アジア、西アジアで

現在でも使用されている(図五)310 

新麺伊米里河岩画(図二、 17)辺 この岩画には二輪と車軸が描かれ、車輪はBa式であるo 車軸

の上に一人が立ち、その横に鹿がいる。

A地区車輔岩画の共通性を以下のようにまとめる。

(1)単線車が圧倒的多い。 27点の中、単験車が22点あり、残りの5点については詳細が分からない。

(2) B型車輪は多数を占める。 27点の中、 B型が15点あり、 C型が3点あり、残りの9点につい

ては詳細が分からない。

(3)牽引家畜の描き方には典型的なスタイルが多い。牽引家畜が描かれた 17点の中、典型的なス

タイルが14点ある。このようなスタイルは、ユーラシア草原地帯の岩画にあるほか、中国の甲骨文字、

金文に刻まれた車馬図形にも見られる。例えば、内蒙古赤峰市寧城県南山根102号墓おから出土し

た「駕車首領紋J骨板の馬車も典型的なスタイルである(図六)。

A地区車輔岩画の特徴をまとめると以下のようになる。

(1)計4台の車には制叡用具が描かれている。

(2)計6台の車には人物が描かれ、そのうちの4人が叡者と考えられる。

(3)当該地区の車輔図形の一部には fVJ字型の線が描かれ、鞍の中段から衡まで伸びる。南山根

102号墓の刻紋骨板にもこのような fVJ字型の線が描かれている。これは車体部品なのか、制叡用

具なのか、特定するのにさらなる考察が必要であろう。

二、 B地区の車綱岩画
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B地区の車輔岩画は、エニセイ川の中上流域のサヤン山脈、タンヌ・オーラ山脈、ハンガイ山脈

中西部、アルタイ山脈中西部、天山山脈東麓及びチベット高原中北部に分布している(図ー)。これ

らの岩画は、ロシア境内のエニセイ川流域、アルタイ共和国のカトゥニ川流域、 トゥヴァ共和国の

エニセイ川の支流Chinge川流域、モンゴル国のフプスグル県、オプス県、パヤン・ウルギー県、ホ

プド県、ゴピ・アルタイ県及びアルハンガイ県にまたがるタンヌ・オーラ山脈、アルタイ山脈とハ

ンガイ山脈、中国の新種ウイグル自治区内のアルタイ山脈西南麓、天山山脈東麓、甘粛省嘉硲関市

境内の北山南麓、青海省海西蒙古族自治州境内の青海南山、格爾木市境内の昆掃山東麓、チベット

自治区那曲地区のタンラ山脈西麓などの地域に集中している。 20世紀60年代以来、 B地区に多くの

学者が調査を行っていた。例えば、B.B.pa，nJlOBとH.A.，[J;aBOJlHπによるロシア境内のエニセイ川の流域、

サヤン山脈、タンヌ・オーラ山脈及ぴアルタイ山脈西麓地区における調査、 B.B.BOJlKOB、

3.A.HoBrOpO.AOBa、日.江Op)l(Cyp3H、且.，[J;OP)l(、 A.n.OKJl組問KOB、T.CaH)I(MsTaBと，[J;.LJ，3B33H.AOp)l(のモン

ゴル国境内のアルタイ山脈、ハンガイ山脈における調査、蘇北海、湯恵生、張志尭及び楊恵福の中

国境内のアルタイ山脈南麓、祁連山及びチベット高原の中北部における調査が挙げられる。本稿では、

当該地区の61枚の車輔岩画、即ち 76点の車輔図形を用いて検討を行う。

工ニセイ川流域岩薗(図七〈ー〉、 1) 3~ 双線二輪舵車。この図形は側面からの表現であり、右側

の鞍と車輪しか見えない。車輪は黒丸で描かれ、車輪型式はB型と C型のどちらかの簡略であろう。

方形の輿に小さな黒丸で車の中に座る人あるいは駅者が表現されている。華山林 a5はこの図形につ

いて突厭時代のものだと述べているが、筆者は的確な考察が必要だと考えている。

カトゥニ川流域岩画(図七〈一〉、 2)お 単帳二輪馬車。車軸は方形輿の中心部に配置する。車輪

はBa式である。車線の先端に衡が描かれる。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルである。図形か

ら車軸の先が車輪より突き出ていることが分かる。

チンゲ (Chinge)川流域岩画(図七〈ー〉、 5)37 単轍二輪馬車。車軸は円形輿の中心部に配置

する。車輪はC型である。この車の輿とつながっている鞍の後部のrUJ字型が興味深い。おそらく、

車鞍は2本の棒であり、日本国立民族学博物館所蔵のトルコ単鞍車に類似性が求められる(図五)380 

車鞍の先端に衡が描かれ、衡の上に鞠がある。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルではないが、

この車と同じ Chinge川流域のSayan-Chyuryega地区で発見された馬車の図形は典型的なスタイルで

ある(図七〈ー〉、 8)。

チュルート川流域岩画(図七〈二〉、 35)お単棟二輪馬車2台。牽引家畜の描き方は典型的なス

タイルであるo 円形輿の後方に叡者のような人がいる。

ヤマーンオソ(兄MaaHyCHLI xaAHLI 3ypar)岩画(図七〈二〉、 45)40 単轍二輪馬車。車軸は方形

輿の中心部に配置するo 二輪には同じく 8本の輔が描かれる。車輪は C型である。輿の後方に取者

が描かれ、頭は車の後方に向き、脚は輿のほうに向いているo 車線の先端に衡が描かれ、衡の上に

牽引する四頭の馬が描かれている。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルであるo 衡の両端から鞍

の中段まで描かれる rVJ字型の線刻は南カザフスタンの Kol-Bulak(図二、 15)、ギルギスのAla-

Too (図二、 18)、モンゴル国のChagan川(図七〈二〉、 42-44)及び内蒙古の夏恰尼努加(図八〈ー〉、
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6)などの岩画にも見られる。

ヤマーンオソ(..H:M33UyCUbl xa畑bIlypar)岩画(図七〈二〉、 50)11 双鞍二輪馬車。図形には鞍

が描かれていないが、三頭の馬が牽く表現と描き方から鞍が二つあると推測する。車輪には8本の

輯が描かれる。車輪はC型であるo円形の輿の上に幌が付けら、その前方に取者のように人物がいる。

また車の前後に乗馬する人も描かれている。岩画の年代については、 B.B.BOJlKOB、3.A.HoBropO.ll.OBa、

且..D.op双と T.CaH:lKM冗TaBらは6台の中、 4台(図七〈二〉、 45-48)が紀元前2000一前 1000(青銅器時

代から早期鉄器時代にあたる)と、 2台(図七〈二〉、 49、50)が旬奴の時代だと推定している。

鳥吐布投克岩画(図七〈二〉、 37)42 二輪車。車軸は輿の後方に描かれる。牽引する動物には大

きな角があり、馬のようにも見える。西アジアの岩画には馬のようにみえたり、牛のようにみえた

りする動物がよく描かれている%この図形は、西アジアと関係しているのではないかという見解

もある 44450

李家湾岩画(図七〈二〉、 52)46 単線二輪馬車。車軸は輿の中心部に配置する。車輪は Ba式であ

る。車鞍の先端に衡が描かれ、衡の右側に一頭の馬が描かれている。

黒山岩薗(図七〈二〉、 54) 17 単線二輪車。車鞍の先端に衡が描かれ、衡の一端に「人j字型の

聴が描かれている。車輿は円形をしている。

慮山岩画(図七〈二〉、 56)18 単線二輪馬車。車軸は円形輿の中心部に配置する。車輪はC型で

あるo 車輪には6本と 8本の輔がある。車鞍の先端に衡が描かれ、衡の両側に馬がー頭ずつ描かれ

ている。興の上に矢を放つ人がいる。

野牛溝岩画(図七〈二〉、 59)49 単鞍二輪牛車。車軸は円形輿の中心部に配置する。車輪は Ba式

であるo 図形から車軸の先が車輪より突き出ていることが分かる。二頭の牛の描き方は典型的なス

タイルである。

加林山岩画(図七〈二〉、 60)50 単線二輪車。牽引する家畜は描かれていなし、。車軸は円形輿の

中心部に配置する。車鞍の先端に衡が描かれ、衡の両側に短い線が引かれ、純だと考えられる。

夏桑岩画(図七〈二〉、 61)51 単鞍二輪馬車。車輪は Ba式である。車軸は半円形の輿の後方にあ

るように見えるが、確定はできない。車の前方に二頭の馬が描かれる。

B地区車輔岩画の共通性を以下のようにまとめる。

(1)単鞍車が圧倒的多い。 76点の中、単線車が69点ある。

(2)牽引家畜の描き方には典型的なスタイルが多い。家畜が描かれた57点の中、典型的なスタイ

ルが39点もある。

(3)この地区では馬車が大半数を占め、 49点の馬車が確認されたo

B地区車輔岩画の特徴をまとめると以下のようになる。

(1)一部の車には制叡用具が描かれ、 5点(図七〈二〉、 35、37、45、46、55)の図形に確認が取

れた。

(2)計 13点(図七〈二〉、 1を除く)の車には人物が描かれ、矢を放つ人が3人、叡者が8人、興

の中に2人がいる。

48 国際文化研究論集第13巻 (2015)



三、 C地区の車柄岩画

C地区の車輔岩岡はモンゴル高原の中東部、即ちハンガイ山脈東麓、アルタイ山脈の東部分、ヘ

ンティー山脈、ゴピ砂漠、陰山、賀蘭山などの地域に広く分布している(関ー)。これらの岩画は、

モンゴル国のトゥブ県内のヘンティー山脈南部、ウブルハンガイ県とドンドゴピ県にまたがるハン

ガイ山脈、パヤンホンゴル県とウムヌゴピ県にひろがるゴビ・アルタイ山脈、中国内モンゴル自治

区のシリンゴル盟アパグ旗、ソニド左旗、包頭市ダルハン・ムミンガン連合旗東部と北部の丘陵地帯、

パヤンノール市ウラド中旗とウラド後旗南部および隆口県にまたがる陰山山脈の狼山地区、アル

シャー盟アルシャー左旗内の賀蘭山西麓に集中している。これ以外に寧夏同族自治区の西北地区で

も車輸岩画が見つかっている(図八〈ー〉、〈二>)020世紀60年代以来、 3.A.HoBrOpO.llOBa、，n.

HaBaaH、T.CaH)I(削TaB、江.叫3B33H.llOp氷、蓋山林、達・査干、孟克徳力格爾、許成、李祥石らは、それ

ぞ、れの地域に調査研究を行っていた。本稿では、当該地区の69枚の車輔岩画、即ち 70点の車輔図

形を用いて検討するo

モリントルガイ (MOpHHTOJlro首xaJ{Hbllypar)岩画(図八〈ー〉、1)幻 単線四輪馬車ロ輿は前二

輪の間にあり、車軸は興の中心部に配置する。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルであるo 車鞍

の先端に衡が描かれ、興と後輪の間にある rVJ字型の部品が興味深い。

オンゲンウゾール (eHJ{OpWHP33TCYM)岩画(図八〈ー〉、 3)53 単眼二輪馬車。車輪は Ba式で

ある。輿の上に人がいる。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルであるo

ウルジーテーン (eJll凶 T凶 HXaJ{Hbl lypar)岩画(図八〈ー〉、 8)54 単線二輪車。車鞍の先端に

衡が描かれ、その上に「人j字型の純が捕かれている。車軸は円形輿の前方に描かれる。車輪は Ba

式である。

ビルーギーン (IJHJ1yyr同 HXaJ{Hbl lypar)岩画(図八〈ー〉、 24)55 単轍二輪車。車軸は輿の中

心部に配置する。車線の先端に衡が描かれ、その上に「人J字型の腕が描かれている。車の右側に

馬を牽く二人が行列をつくるo

テブシオーラ (T3BWyyJlblH XaJ{Hbl lypar)岩画(図八〈ー〉、 10)お 単棟四輪馬車。車輪は C型

であるo 輿は前二輪の間にあり、鞍の先端に衡が描かれている。牽引家畜の描き方は典型的なスタ

イルである。車の隣に矢を放つ人と動物が描かれる。図形は戦争の場面か、狩猟の場面か、ここで

は判断できない 570

ビチゲテンアム (IJH..H円 blHaMHbl XaJ{Hbl lypar)岩画(図八〈ー〉、 18)58 単報二輪車。牽引家

畜の描き方は典型的なスタイルであるoその家曹は馬に見えるが、特定できない。車輪はC型であるo

車軸は方形興の中心部に描かれ、二輪の中の一つには 11本の輔が描かれ、もう一つには 12本の輔

が描かれている。

ハブチャーガイ卜 (IJYJ1raHCYM)岩画(図八〈ー〉、 35)59 単鞍二輪車。車軸は方形輿の中部に

描かれる。車鞍の先端に衡が描かれ、その上に「人J字型の腕が描かれている。

夏日合尼努如岩画(図八〈ー〉、 5)ω 単線二輪舵車2台。各車には幌が付けられ、牽引する騎舵が
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一頭ずつ描かれているo また車と車の聞に羊のような動物が描かれ、線刻の痕跡から車は騎耽より

後の時代に描かれたことが分かる。

呼和朝魯岩画(図八〈ー〉、 28)61 単鞍二輪馬車。車輪はBa式である。車軸は長方形輿の中部に

描かれているo 車轍の先端に衡が描かれ、その上に「人」字型の腕が描かれる。牽引家畜の描き方

は典型的なスタイルである。また、車の下に動物が描かれている。

喰登布査岩画(図八〈ー〉、 34)62 双鞍二輪車。車は側面からの表現だが、幌と車の中にいる人

が正面から描かれている。車輪はC型である。車線には取者のような人物が描かれている。

超倫翁格其岩画(図八〈ー〉、 37)ω 単線二輪馬車。車軸は輿の中心部に配置する。車鞍に衡が

描かれ、その前方に牽引する家畜が描かれる。

後候恰達岩画(図八〈ー〉、 38)““単轍二輪車。車の前方に衡と離が描かれ、衡の下に fvJ字

型の部品がある。

道頭山岩画(図八〈ー〉、 45)“ 単鞍二輪馬車。車輪には丸い点が描かれ、その点が殺を表して

いるかもしれない。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルであるo輿の上には叡者のような人物が

描かれ、脚が車軸のところに置かれ、頭は外向きにしている。車の後方に馬のような動物が描かれ

ている。また、車の両側に道路が2本の線で表現されている。道路の左側に三頭の馬、右側に一頭

の馬が描かれる。このような平行線で道路を表すのは推瑚轍廟一帯によく見られる例であるo

再日璃格岩画(図八〈二〉、 52)67 単鞍二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルである。

車軸は方形興の中心部に配置する。また車轍に衡が描かれる

徳里格爾花岩画(図八〈二〉、 53)ω 馬車。車線に衡が描かれる。牽引家畜の描き方は典型的な

スタイルであるo 円形輿の中に人が描かれ、輿の中に座っているのではないかとみる学者もいる 690

だが、筆者は叡者だと考えている。車のそばに大きな角を持つ鹿が描かれたことは、狩猟の場面で

はないかと思われる。

幾公海勤斯太岩画(図八〈二〉、59)加二輪車。この車は側面からみた表現だが、風格からみると、

双鞍輪だと思われるo 輿の上に幌が付けられ、解放営子遼墓の壁画にも似たようなものがある 710

施林溝岩画(図八〈二〉、 61)i2 単鞍二輪馬車。車軸は輿の中心部に配置するロ牽引家畜の描き

方は典型的なスタイルである。

喰日舎図岩画(図八〈二〉、 62)お 単鞍二輪車。車軸は輿の中心部に描かれ，鞍の先端に衡が描か

れる。

賀蘭口岩画(図八〈二〉、 63)i4 単鞍二輪馬車。車鞍に衡が描かれる。牽引家畜の描き方は典型

的なスタイルである。車の後方に動物が描かれている。この岩画は、風化して破損が激しいため、

車輪、車軸と輿の型式の詳細が分からない。

四眼井岩画(図八〈二〉、 65)i5 双鞍二輪馬車。この車は側面からみた表現であるo 車輪には8

本の輔が描かれ、車軸、殺などもよくわかるように描いている。

大麦地岩画(図八〈二〉、 69)沌単鞍二輪馬車。牽引家畜の描き方は典型的なスタイルである。

車軸は輿の前方に描かれる。鞍の先端には衡はあるが、腕はない。また、車の前方に羊のような動
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物が描かれているo

C地区車輔岩画の共通性をまとめると以下のようになる。

(1)単鞍車は比較的多い。 70点の中、双験車が5点あり、単鞍車が59点あり、残りの6点につい

ては詳細が分からない。

(2)牽引家畜の描き方には典型的なスタイルが多い。家畜が描かれた 46点の中、典型的なスタイ

ル36点もある。

(3)この地区では馬車が大半数を占め、 46点の馬車が確認された。

C地区車車両岩画の特徴を以下のようにまとめる。

(1)計3点(図八〈ー〉、 9、10、12)の図形には、制駅周具が描かれている。

(2)舵車は非常に少ない。内モンゴル自治区のシリンゴル盟アパグ旗夏恰尼努如岩画の2台の耽

車しかない(図八〈一〉、 5)。

(3)一部の車には、軸の毅のような部分が細かく描かれている(図八〈ー〉、 22、39、45.図八〈二〉、

60、65)。

おわりに

以上の検討の基にユーラシア草原中東部の車車両岩画の分布と特性を整理し、その伝播ルートにつ

いて述べることで結語に代えたい。

(1)車輔岩画の統計(表二)からみると、 173点の車輔図形の中、双線車が8点あり、単鞍車が

150点もあり圧倒的である。単線車より双轍車の出現時期が遅いというのは一般的であるo ユーラシ

ア草原中東部では、単鞍車が主流の時期に車輔岩画が多くあるのに対して双様車の出現と同時に車

輔岩画も衰退していく傾向が見られる。

(2)車輔岩画はパルハシ湖の南東部、アルタイ山脈、ハンガイ山脈およびゴピ砂漠(モンゴル国

南部、中国内モンゴル自治区北部)に集中し、天山山脈中東部、チベット高原北部、賀蘭山、陰山

および河西回廊にも分散している。この分布から車輔岩画の伝播ルートは河西回廊のみならず、ア

ルタイ山脈北麓もその東漸の道であったことが分かる。

(3) さらに詳しくみると、パルハシ湖の南東部、アルタイ山脈北麓、ハンガイ山脈および内蒙古

中部では四輪車岩画が多くあるのに対して中国の新彊、甘粛、青海、チベット、寧夏および内蒙古

西南部ではまだ発見例がない。二輪車と違って四輪車の伝播は、アルタイ山脈北麓が主たるルート

である。

車の伝播において、アルタイ山脈とハンガイ山脈は主要な地域であるo また、四輪車が出現する

前に二輪車は各地に広まっていた。これらの地域では、二輪車と四輪車が一時的に併存していたこ

とも考えられる。なぜ、殿周時代の中国には二輪車が主流であったのか。なぜ、甲骨文字と金文に

は二輪車の図形しかなかったのか。これらの問題を解決するには、今後の調査の進展を待ってさら

に考察を深めていきたい。
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表一車輸の変遷過程

A型(円盤) B型(強化幅木)

→多色|⑪
Ba二枚強化幅木

一-J砂

Aa輪切り Ab合板

(注:!京図の元に訳者が再編)

⑧ 

.S6O ・861

Bb三枚強化幅木

中

チベット高原

図ー ユーラシア草原中東部における草絹岩函の分布

(i主 '原|主|の元に訳者が作成)
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C型(毅轄)

裁と轄の組み合せ

国



表二 ユーラシア草原中東部の車踊岩画

地区 A区 B区 C区 合計

車輔岩両 25 61 69 155 

車輔図形 27 76 70 173 

二輪 26 73 60 159 

車輪数 四輪 。 I 3 4 

車輪数不詳 2 7 10 

車輪
B型 15 8 6 29 

型式 C型 3 16 12 31 

型式不詳 9 52 52 113 

車軸が描かれた車 22 65 48 135 

車軸が車輪より突き出る車 。 9 8 17 

単轍車 22 69 59 150 

車線 双轍車 。 3 5 8 

稼衡 車鞍数不詳 5 4 6 15 

衡躯
衡が描かれた車 16 53 40 109 

轍が描かれた車 3 7 7 17 

興が描かれた車 22 54 51 127 
輿幌

幌が描かれた車 。 3 5 8 

制御用具 手綱が描かれた車 4 5 3 12 

牽引家畜が描かれた車 17 57 46 120 

賂舵 2 4 

牛 。 。
家畜

馬 15 49 43 107 
牽引家畜

詳細不詳 6 2 9 

典型的なスタイル 14 39 36 89 

スタイル 非典型的なスタイル 3 14 7 24 

スタイル不詳 。 4 3 7 

人物(叡者、乗客、射手など)が描かれた車 6 13 10 29 

注:原図の元に訳者が再編
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バ鳥島街寄託事:ミ
~~~へ点前
二?L?ヤ際害訴必
Zごー、高d 守'ヘ 叫 ー 18

げ ;払 知
16常集会鉢

図二 A 地区の草橋岩函

l.Gavaevka 2、4、8、12、13.発見場所不詳 3、5、6、7、10.Karakyr 9、11.Moinak 14みlysan 15.Kol-bulak 
16.Arpauzen 17.新m:I伊米単iiif18、19刈a-'1'oo 20.-*fr極阿克蘇地区j昆宿県包孜東 21.Gorno-

Badakhshanskaya 22.発見幼所不詳 23、24.AcreRiver 25.'1'ekk守主lsh

@ 

3清 議官有長
図三 南アジア、商アジア、 北アフ リカ、北欧で発見された典型的なスタイルの牽鏑岩函

1インド 2アラビア半島 3ニジエール 4スウェーデン
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図四 20世紀初頭、モンゴル国ハンガイ山地区における車輪 (Ba式)製作風景

図五西アジアの二衡単様車

図六 南山根 102号墓 「駕牽首領紋j骨板

ユーラシァ1吉原1:1"*古1IにおけるII[!I伺岩間の分布と特性 57 



11 

21 

図七〈ー) 8地区の車絹岩画

1.ロシアのエニセイ川流域

2-4.アルタイ共和国のカトゥニ川流域

5-8.トゥヴァ共和国のChinge川流域
9・18、20、22-34モンゴル国の岩画:9.フプスグル県Ulaan-Uul 10.オプス県Sagit
11・13.フプスグル県Tsetserleg 14-18、22-28、31、32、34.アルハンガイ県Bugat
20.アルハンガイ県Yurgis 29、30.フプスグル県Elt 33.フプスグル県Jargalant

19、21.発見場所不詳
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図七(ニ) B地区の車鯛岩画

35、36、42・51.モンゴルの岩画 :35.ApxaHr胡 a訪Mar
36.XSBCrSJI aHMar 6aSlH3ypx CyM 6H'lHr・I・6yJIarH泊HXaAHbl3ypar 

42-44. rO Bb-AJITa必aHMarXaJIHyH CYM L(araaH rOJIblH泊 AHbl3ypar
45-50.XOBA aHMar YeHlf CYM兄MaaHyCHbl xaAHbl 3ypar 
51.rOBb-AJITaH aHMar 6Hr3p CYM 6HlfHrT xaAHbl xaAHbl 3ypar 

3741、52、53.新調の岩画 :37.阿勅泰地区烏吐布投克 38-41.阿靭J泰地区吉木乃県塔特克什閥雌斯
52.p合密地区巴里坤恰薩克族自治県李家湾 53."合密地区恰密市白山

54. 甘1M嘉~谷関市黒山
55-59.青海の岩岡 :55-58.海西州天峻県鹿山 59.海西州格爾木市野牛構

60、61.西蔵の岩画 :60.那曲地区尼1馬県戎馬郷加林山 61.那曲地区尼璃県岡龍郷夏桑

ユーラシア草原中東部における車輔岩画の分布と特性 59 



dF2

勢
7

1
 

6 

M
7

泊料開

品工
25 

図八〈ー) c地区の車綱岩画
1・3、8-24、35、36.モンゴルの岩画 :1、2.TeBa泊MarMTaH6yJlar CYM MOpHH TOJlrO伽 X~Hbl3ypar
3.TeB a泊Mar・8H，l¥aplllHp33TCYM 8.tzyu，l¥rOBb a員Mar8J13附 TcyM8J13目前THHHX~Hbl 3ypar 

9-12.8BapxaHraH a加 ar6or，l¥ CYM T3B凶 yyJlblHX~Hbl 3)中ar
13-21.6a~lHxoHrop aHMar 6aHHJlHr CYM 6H'IHrTbIH aMHbl X~Hbl 3ypar 
22-24.，llyH，l¥rOBb a伽 ar8J13HHT CYM 6HJ1yyrHHH Xa，l¥Hbl 3ypar 

35.8MHerOBb a泊Mar6yJlraH CYM 36.8MHerOBb a員MarHoeH CyM ApaB旅HXblHXa，l¥Hbl 3ypar 

4-7、25-34.内モンゴルシリンゴル盟の岩画:4-7.アパグ旗別力古台鎮夏恰尼努如
25-31.ソニド左旗洪格爾蘇木呼和朝魯 32、33.ソニド左旗陶来 34.ソニド左旗恰登布査
37-49.内モンゴル包頭市ダルハン・ムミンガン連合旗の岩jillj: 37.朝倫翁椿其 38.後候恰逮

39、41-44.査干散包蘇木推刷鴫廟 40.五花教包 45.道頭山
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図八〈ニ) c地区の車輯岩画
46-56.内モンゴル包頭市ダルハン・ムミンガン連合旗の岩画:46、47.畢其格悼爾 48.査干悼爾 49.朝格親額黒

50.宝勅図 51、52.再日璃格 53、54.徳里格爾花 55、56.1河日貢
57-61.内モンゴルパヤンノール市の岩画:57、58.ウラド中旗布日格斯太構 59、60.ウラド中旗幾公海勅斯太

61.碕口県沙金套亥蘇木描林講
62.アルシャー盟アルシャー左旗宗別里蘇木目合晴図

63-69.寧夏の岩画:63.銀川市賀蘭県賀蘭口 弘-66.青銅峡市開眼井
67.中衛市中寧県石馬湾 68、69.中衛市沙披区大麦地
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